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取
り
戻
そ
う
、流
し
た
汗
が
報
わ
れ
る
社
会
を
！

　
わ
が
党
は
政
権
奪
還
を
果
た
し
、
安
倍
晋
三
総
裁
（
総
理
）
の
下
、
経
済
対

策
、
外
交
・
安
全
保
障
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
最
前
線
で
活
躍
す
る
わ
が
党
の

徳
島
県
参
議
院
選
挙
区
第
一
支
部
長
の
三
木
と
お
る
さ
ん
を
特
集
し
ま
し
た
。

三木とおる
事務所
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自
由
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主
党
徳
島
県
参
議
院
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挙
区
第
一
支
部

三み

木き 
と
お
る
さ
ん生年月日：１９６７年７月１０日

出 身 地：徳島県吉野川市山川町
血 液 型：A型
座右の銘：臥薪嘗胆
尊敬する人：勝　麟太郎
愛 読 書：武将列伝
趣　　味：釣り
家族構成：妻、二男、一女

主な経歴
川田小学校卒業
徳島文理中学校卒業
徳島文理高等学校卒業
中央大学法学部法律学科卒業
徳島県議会議員
自民党徳島県連副幹事長（現）

三
木
と
お
る
さ
ん
の
決
意

　
昨
年
、
私
た
ち
自
民
党
は
、
悲
願
の
政
権
奪
還
を
果
た

し
、
ま
ず
経
済
再
生
に
向
け
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
が
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
の
確
立
、
巨
大
地
震
へ

の
備
え
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
中
、
国
民
の
信
頼

に
応
え
う
る
「
安
定
と
実
行
力
」
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
地
方
議
員
と
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
共

に
考
え
、
共
に
行
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
真
面
目
に
ひ
た
む
き
に
暮
ら
す
住
民
の
努
力
が
評
価
さ
れ

る
社
会
を
、
地
方
か
ら
し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
る
「
地
方
の

再
生
」
に
よって
こ
そ
、
日
本
の
明
日
を
切
り
拓
い
て
い
け
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　「
地
方
に
活
力
を
、
そ
し
て
、
日
本
に
元
気
を
取
り
戻

す
」
を
合
言
葉
に
、
徳
島
の
声
を
国
政
に
届
け
、
皆
様
の

流
し
た
大
切
な
「
汗
が
報
わ
れ
る
政
治
」
の
実
現
に
全
身

全
霊
を
捧
げ
る
覚
悟
で
す
。

　
ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解
と
力
強
い
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三木とおるさんのプロフィル

　自民党青年局長の小泉進次郎です。
　昨年十二月、わが党は政権交代を果たしまし
た。しかし、自民党に対する信頼が完全に戻った
わけではありません。これからが勝負です。
　景気対策、復興加速化、外交の立て直し。安
倍政権が矢継ぎ早に打ち出す政策を、私たちは
支え、軌道に乗せます。そして結果を出すことで
わが党は再び国民の信頼を得て、日本の再生を
成し遂げなければなりません。
　その道のりは平坦ではありません。腰を据えて
取り組むためには、何よりも政治の安定が必要で
す。総理大臣が次々に変わる過去の政治とは、も
はや決別する時が来ています。
　さらには、震災復興など中長期的課題を担う
べき、若手政治家の誕生が多数必要です。二十
年、三十年後の日本を見届ける青年世代の政治
家が、当事者としてより多く関与すべきと考えま
す。三木とおるさんは、これからの課題にともに
立ち向かう行動力と才能を兼ね備えた、自民党青
年局が誇る仲間の一人です。三木とおるさんに、
皆様からの温かいご声援をお願いいたします。

自民党青年局長
衆議院議員

小泉進次郎


